
　
「
30
代
の
土
木
」
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

30
代
が
過
ご
し
て
い
る“
今
”
を
、
ま
ず
の

ぞ
い
て
ほ
し
い
。

1
9
8
5
年
生
ま
れ
、
35
歳

　

大
輔「
物
心
が
つ
い
た
小
学
生
低
学
年
の

頃
の
ニ
ュ
ー
ス
と
言
え
ば
、
バ
ブ
ル
崩
壊
。

10
歳
に
な
っ
た
1
9
9
5
年
に
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
と
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
立

て
続
け
に
起
き
た
。
今
で
も
思
い
出
す
、
燃

え
る
市
街
地
や
オ
ウ
ム
真
理
教
施
設
に
家

宅
捜
索
に
入
る
テ
レ
ビ
映
像
。
地
方
に
住

ん
で
い
た
僕
に
は
完
全
に
別
世
界
だ
っ
た

が
、
社
会
と
は
複
雑
怪
奇
な
と
こ
ろ
だ
と

強
く
感
じ
た
。
高
校
生
に
な
っ
て
、
9
・
11

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
、サ
ッ
カ
ー
日
韓

W
杯
、イ
ラ
ク
戦
争
が
あ
っ
て
、世
界
と
の

距
離
が
縮
ま
っ
た
。
大
学
生
に
な
る
前
に

は
、ほ
と
ん
ど
の
友
達
が
携
帯
電
話
を
持
っ

て
い
て
、
メ
ー
ル
で
連
絡
し
あ
っ
て
い
た

し
、就
職
活
動
も
ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
仕
事
の
打
合
せ
を
す
る
時
代
が
こ
ん

な
に
す
ぐ
来
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

想
定
外
と
言
え
ば
、社
会
人
に
な
っ
て
早
々

の
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
だ
ろ
う
。

多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
混
乱
が
訪
れ
、
地

道
な
調
査
・
計
画
・
調
整
・
設
計
・
施
工
・

維
持
管
理
が
続
い
た
。土
木
・
社
会
と
災
害

リ
ス
ク
の
関
係
は
切
り
離
せ
な
い
時
代
に

変
わ
っ
た
。あ
の
頃
は
、も
うtw

itter

で
情

報
を
集
め
て
い
た
っ
け
。」

　

愛「
結
婚
し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
り
、

結
婚
し
た
か
っ
た
り
、子
ど
も
が
欲
し
か
っ

た
り
、
離
婚
し
た
り
、一
人
が
い
い
と
思
っ

た
り
、二
人
で
満
足
と
思
っ
た
り
。
学
生
時

代
を
一
緒
に
過
ご
し
た
友
達
も
、今
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、や
っ
ぱ
り
疎

遠
に
な
っ
た
。
子
ど
も
の
歳
が
違
え
ば
、
家

族
で
で
き
る
こ
と
は
全
然
違
っ
て
、同
じ
子

育
て
と
括
ら
れ
て
も
困
っ
ち
ゃ
う
。辞
め
て

い
っ
た
仲
間
も
多
い
し
、上
司
の
要
求
も
後

輩
の
指
導
も
増
え
て
大
変
だ
け
ど
、竣
工
の

達
成
感
を
や
り
が
い
に
続
け
て
こ
ら
れ
た
。

で
も
、
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
、

管
理
職
や
れ
る
の
か
な
。家
で
父
と
遊
ん
だ

記
憶
な
ん
て
全
然
な
い
け
れ
ど
、そ
れ
に
比

べ
た
ら
、う
ち
の
夫
は
家
事
を
こ
な
し
て
子

ど
も
の
面
倒
も
見
て
く
れ
て
い
る
。働
き
方

改
革
と
自
己
研
さ
ん
っ
て
言
葉
は
耳
に
タ

コ
だ
け
ど
、今
の
ま
ま
で
は
自
分
の
時
間
な

ん
て
つ
く
れ
そ
う
に
な
い
。G
W
ど
う
し
よ

う
か
な
、
ま
あ
、
親
と
イ
オ
ン
か
な
、
直
通

で
帰
り
や
す
く
な
っ
た
し
。
あ
、
も
う
迎
え

に
い
く
時
間
、急
が
な
き
ゃ
。」

30代の土木
A Future of Civil Engineering by and for Civil Engineers in Their Thirties

特集担当主査：川里麻莉子
特集企画担当：浦田淳司、羽角華奈子、中村廣遊、大野健太郎、伊藤潤司、佐藤友哉

特
集
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30
代
の
今
と
未
来

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、「
30
代
」
に
求
め

ら
れ
る
役
割
は
多
い
。
30
代
は
価
値
観
が

異
な
る
上
の
世
代
と
下
の
世
代
に
挟
ま
れ

た
年
代
で
あ
る
。
仕
事
で
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
し
て
も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
も

チ
ー
ム
や
組
織
に
貢
献
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
結
婚
や
育
児

と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
、生
活

環
境
が
急
激
に
変
化
す
る
中
で
、仕
事
で
も

家
庭
で
も
求
め
ら
れ
る
役
割
が
増
し
て
い

く
の
が
30
代
の
特
徴
で
も
あ
る
。
近
年
、
共

働
き
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、特
に
若
い
世
代

で
は
男
性
の
家
事
・
育
児
参
加
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
の
た
め
に
奮
闘
す
る
仲

間
か
ら
は
、男
女
共
に
働
き
づ
ら
さ
に
惑
う

声
が
多
く
聞
か
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
の
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
で
、家
事
・
育
児
の
大
変
さ
を
一

層
認
識
し
た
と
い
う
声
も
多
い
。

　

2
0
5
0
年
の
未
来
を
見
据
え
る
と
、

そ
の
道
の
り
に
は
少
子
高
齢
化
、
過
疎
、
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
、
気
候
変
動
、
災
害
の
甚
大

化
な
ど
多
く
の
問
題
が
待
ち
構
え
て
お
り
、

土
木
と
技
術
者
が
社
会
に
果
た
す
べ
き
役

割
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
。土
木
に
は

世
の
中
を
大
き
く
変
え
る
力
が
あ
る
。
土

木
の
最
大
の
成
果
は
社
会
貢
献
で
あ
る
。そ

う
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、イ
ン
フ
ラ
整

備
が
進
み
、モ
ノ
が
あ
ふ
れ
、
そ
れ
が
当
た

り
前
と
な
っ
た
現
代
で
は
、昔
に
比
べ
て
土

木
技
術
者
と
し
て
の
達
成
感
や
貢
献
感
を

感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。土
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
了
ま
で

に
は
、
調
査
、
交
渉
か
ら
始
ま
り
、
設
計
、

施
工
ま
で
多
く
の
時
間
と
労
力
が
か
か
る
。

S
N
S
で
瞬
く
間
に
広
が
っ
て
い
く
世
界

と
は
か
け
離
れ
た
世
界
と
い
え
る
。

　

現
場
で
働
く
一
人
一
人
は
、
人
々
が
暮

ら
す
地
域
の
未
来
の
た
め
に
骨
身
を
惜
し

ま
ず
働
い
て
い
る
。一
方
で
、
仕
事
の
や
り

が
い
と
生
活
の
難
し
さ
が
背
中
合
わ
せ
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
か
。現
代
社
会
の

働
き
方
・
生
き
方
に
対
す
る
価
値
観
が
変

化
す
る
中
で
、
制
度
、
実
態
、
そ
し
て
家
族

と
の
は
ざ
ま
で
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る

30
代
は
多
い
。
そ
ん
な
私
た
ち
が
、
果
た
し

て
旧
来
の
価
値
観
を
乗
り
越
え
た
働
き
方

を
見
い
だ
せ
る
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に

は
、多
様
な
分
野
と
連
携
・
融
合
し
た
次
の

土
木
の
姿
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。新
技
術

に
よ
っ
て
生
産
性
を
上
げ
、豊
か
な
生
活
が

営
め
る
空
間
を
築
い
た
先
に
、よ
り
良
い
未

来
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

本
特
集
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
読
者
に

“
今
”
を
生
き
る
30
代
の
土
木
技
術
者
の
現

実
と
本
音
を
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
担
う
土
木
技
術
者
た
ち
が“
今
”

土
木
で
働
く
意
義
は
何
か
、
自
分
た
ち
に

何
が
で
き
る
か
を
問
い
掛
け
、
そ
し
て
、
今

後
30
年
を
担
う
30
代
の
土
木
技
術
者
を
勇

気
づ
け
、
希
望
が
持
て
る
未
来
の
ド
ボ
ク

を
み
ん
な
で
考
え
る
、30
代
が
中
心
と
な
っ

て
つ
く
る
未
来
の
た
め
の
特
集
号
と
し
た
。

土
木
の
仕
事
は
一
人
で
は
成
り
立
た
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、社
会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

の
土
木
技
術
者
一
人
一
人
の
行
動
が
、い
か

に
価
値
が
あ
る
の
か
、
社
会
変
革
の
最
中

に
あ
る“
今
”の
時
代
に
改
め
て
考
え
て
み

た
い
。

1 横浜ベイブリッジ開通（1989年）（提供：首都高速道路（株））／2 被災からの復興（重力式防潮堤
の設置工事）（2018年）（提供：宇佐美工業（株） 佐藤豊晴氏）／3 遠隔での発注者立ち会い（提供：大
成建設（株））／4 女性土木技術者の浸透へ（提供：大成建設（株））

1

3

4

2
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頻発・激甚化する自然災害、 COVID-19
─急変する環境、命を守る安全な社会づくりを目指して
　「想定外・経験のない」災害が頻発。大規模地震の発生回数や二
次災害が目立つ一方、水害・土砂災害は台風や前線活動に伴う記録
的な被害が毎年のように発生している。2020年には、新型コロナウイ
ルス感染拡大により、私たちの日常は一変した。テレワークやデジタル
ツールの活用により、これまでの働き方が見直され、土木を取り巻く環
境に急激な変化が訪れている。

インフラ整備の担い手確保、働き方改革
─長時間労働の是正、魅力ある土木業界へ
　中長期的な建設業の担い手確保を目的として「公共工事品確法」
「入契法」「建設業法」の三つの法律が改正された。適正な利潤を確
保するための予定価格の設定やダンピング対策が徹底された。その
後、2015年には「新・担い手3法」が成立し、適正価格・適正工期で
の契約による長時間労働の是正や処遇改善など、担い手確保に向け、
働き方改革や生産性向上の取り組みを後押ししている。

働く環境の変化

2010年代半ば～ 2010年代後半～

出来事・災害 技術 政治・経済 制度 社会の情勢

2020
（30～39歳）

2010
（20～29歳）

2000
（10～19歳）

週休 2日実現行動計画
2017

大深度地下使用法
2001

建設現場への
i-Construction
普及・促進

2016

建設業における時間外労働の上限規制
2024

担い手三法（公共工事品確法、入契法、建設業法）
2014

公共工事の品質確保の促進に関する法律
（公共工事品確法）

2005

働き方改革関連法
2019

国交省 CIM 導入開始
2012

国交省
i-Construction
導入表明
2016

国交省 インフラDXの推進
2020

公共工事 原則 CIM 化
2023

建設キャリアアップシステム
運用開始
2019

総合評価落札方式
本格導入
2005 ～

新・担い手三法
2019

団塊世代大量定年退職
2007

高年齢者雇用安定法 改正
2006

男女共同参画社会基本法
1999

高年齢者雇用安定法改正
2013

高年齢者雇用安定法 改正
2021

女性活躍推進法
2016

高齢者の大量退職による
技能労働者の不足

2025

仕事と生活の調和憲章
2010

けんせつ小町
2014

男性育児休暇
取得推進の流れ

2017 ～

外国人建設就労者
受入事業開始

2015

道路関係四公団民営化
2005

リーマン
ショック
2008

政権交代
2009

政権交代
2012

省庁再編
（国土交通省・環境省）

2001

脱ダム宣言
2001

官製談合防止法
2003

総合評価落札方式試行開始
1999

CPD 制度
2001

国交省 CALS/EC 本格始動
2001

脱談合宣言
2006

低価格入札
2000 年代前半

建設投資減少
1990 年代後半

～ 2012

建設投資増加
2013 ～

5G 開始
2020

● 長時間労働の是正
● 柔軟な働き方の導入

● イクメン・イクボス

● コンクリートから人へ

● 人手・担い手不足
● 被災地の復旧・復興需要
● 東京オリンピック関連需要

● 2010年の投資額 41.9兆円
 （1997年ピーク時の50％）

● 担い手の確保・育成

● 原則として月45 時間
● 年 360 時間

● 70歳までの就業
  確保の努力義務

● 35万人不足（試算）

● 65歳までの雇用確保の義務化
● 技術提案書
●  新技術・新工法の
採用促進

● 行き過ぎた価格競争の是正
●  「価格と品質で総合的に 
優れた調達」への転換

● 電子納品
● 電子入札

●  新技術を活用した 
生産性向上の取組み

● ダンピング受注による
  工事の品質の低下危惧
●  協力業者にしわ寄せ 
技能労働者の処遇悪化

● ICT の進展
  AI,IoT,ビッグデータ

人口が
減少局面に

2008

東京オリンピック
開催決定
2013

改元
（平成→令和）

2019

東京オリンピック
2021 ?

大阪･関西万博
2025

COVID19
（新型コロナウイルス）

2020

働き方改革

公共工事への逆風

● テレワークや
  WEB会議、
  オンライン
  授業の浸透

● 国土強靭化需要
● インフラ更新需要

Society5.0 
提唱
2016

出来事・災害 技術 政治・経済 制度 社会の情勢

新
技
術
へ
の
対
応

近年は気候変動による自然災害が頻発し、命を守るインフラ整
備の重要性が社会的にも再認識されている。一方で、工事を進
めるに当たっては、環境への配慮が必要であり、地域の理解と
協力が欠かせない。社会全体でデジタル化が進み、建設業でも
ICTに加え、DXが浸透しつつある。新型コロナウイルスは社会

に大きな変化をもたらした。働き方改革、AIやロボットといっ
た新技術を追い風に、土木界はまさに転換期を迎えようとして
いる。2050年の未来を見据え、30代の後に続く、20代・10代、
そして、将来の土木界のためにも、私たち30代が次の土木界の
働き方を体現し、土木の使命を担っていきたい。

適
切
な
働
き
方
・
適
切
な
公
共
工
事
を
目
指
し
て

働
き
方
・
働
き
手
の
多
様
化

土
木
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
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東日本大震災、インフラ老朽化
─国土強靱化・インフラメンテナンスへ舵切り
　2011年3月に東日本大震災が発生。大規模津波が東北地方沿岸部
を襲い、甚大な被害に見舞われる。翌年2012年12月には中央自動車
道笹子トンネルで天井板が崩落。インフラ維持管理が社会的に注目を
集めた。2015年には国土強靭化基本法が成立し、国民の命と暮らしを
守り支えるための、防災・減災、国土強靭化の推進と予防保全型のイ
ンフラメンテナンスへの転換に舵が切られた。

コンクリートから人へ
─公共事業への逆風、建設業界のイメージダウン
　小泉内閣の構造改革による公共事業費の削減、長野県知事による
脱ダム宣言、民主党政権の「コンクリートから人へ」のスローガンの影
響を受け、公共事業に対する批判が強まった。その後も、経済の低迷、
工事の大幅な減少に加え、低価格でのたたき合いが続き、疲弊した建
設業界には暗く重たい空気が漂っていた。

変わらない土木の使命 多様化する土木

2000年代～ 2010年代前半～

2020
（30～39歳）

2010
（20～29歳）

2000
（10～19歳）

リニア中央新幹線
（名古屋・大阪間）開業

2037 ?

東京外環自動車道全通
20??

リニア中央新幹線
（品川・名古屋間）開業

2027 ?

九州新幹線
（西九州ルート）開業

2022 ?

北陸新幹線 敦賀延伸
2024 ?

北陸新幹線
金沢延伸
2015 国土のグランド

デザイン 2050
2014

北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）開業
2016

八ッ場ダム完成
2020

山手トンネル
全通
2015

社会資本メンテナンス元年
2013

東北新幹線全線開業
2012

九州新幹線
（鹿児島ルート）全線開業

2011

羽田空港 D滑走路
2010

首都圏外郭放水路
（全区間供用）

2006

九州新幹線開業
（新八代・鹿児島中央間）

2004

宮ケ瀬ダム完成
2001

中部国際空港開港
2005

東京メトロ副都心線開業
2008

北海道新幹線札幌延伸
2031 ?

南海トラフ巨大地震
20XX

新潟中越地震
2004

三宅島噴火 /有珠山噴火
2000

● 戦略的な維持管理・更新
● 予防保全への転換

● 流域治水
  への転換

● 異常気象続発
  水害リスクが顕在化

● 経験のない○○というフレーズ
● ダムの役割が見直された
● 避難の方法をどうするか

● 巨大地震、大津波、原発事故が
  複合的に発生した未曽有の大災害

● 初の環境万博

● 市民、NPO、企業、 
  行政が公共サービスの
  担い手として協働

● 震度7を2度観測
● 前例のない災害への対応

● 維持管理の
  重要性が改めて
  浮き彫りに

SDGs
ゴールの年

2030

地方創生
2014

洋上風力発電
普及法
2019

原発稼働停止に
伴い

火力発電への
依存度増加
2011 ～

地方創生の
取組み
2014 ～

住民参加の進展
2000 ～

国土強靭化基本法
2013

笹子トンネル天井板落下事故
2012

山陽新幹線トンネルコンクリート塊落下事故
1999

東日本大震災
2011

令和2年7月豪雨
2020

令和元年8月の前線に伴う大雨
（九州北部豪雨）

令和元年東日本台風（台風19号）
2019

大阪北部地震
北海道胆振東部地震

2018

広島土砂災害
2014御嶽山噴火

2014

熊本地震
2016

岩手・宮城
内陸地震
2008

TEC-FORCE 創設
2008

緊急地震速報
2007

コンクリート標準示方書改訂
2012

鉄道構造物等設計
標準・同解説
土構造物改訂

2007

コンクリート
標準示方書改訂

2007

港湾の施設の技
術上の基準改訂

2007

鉄道構造物等設計
標準・同解説

鋼・合成構造物改訂
2009

トンネル標準示方書改訂
2006

コンクリート標準示方書改訂
道路橋示方書改訂

2002

鉄道構造物等設計標準・同解説
開削トンネル改訂

2001

鉄道構造物等設計標準・同解説
コンクリート構造物改訂

2004

環境影響評価法
1999

PFI 法
2001

建設リサイクル法
2002

景観法
2004

国土形成計画法
2005

再生可能エネルギーの
固定価格買取制度

2012

社会資本整備
重点計画法

2003

愛・地球博
2005

「新しい公共」
宣言
2010

夕張市財政破綻
2006

NPO 法
1998

地方分権一括法
2000

平成30年7月豪雨
（西日本豪雨）

2018

平成27年9月関東・東北豪雨
2015

首都直下型地震
20XX ● 持続可能な世界の実現

● 人口減少に歯止め
● 東京一極集中の是正

● ソーシャル
  ビジネス

● 再生可能エネルギー関連
  事業の取組みが盛んに

● 阪神淡路大震災を契機に市民活動が認知

● 性能照査型設計

コンクリート標準示方書改訂
道路橋示方書改訂

2017

港湾の施設の
技術上の基準改訂

2018

トンネル標準示方書改訂
2016

● スランプ規定の見直し
● 安全性・性能の細分化

●   ICT 活用や全体最適設
計の考え方の導入

●   既存施設の改良設計の
新規追加

● 景観に配慮したまちづくり

● 移動手段の確保MaaS
  まちづくり

パリ協定
（気候変動問題）

2015

自然災害の頻発・甚大化

国土強靭化へ

● 地域主体
● 地域の実情やニーズ
  に応じた取組み

●  維持管理の
章を新設

豊
か
な
国
土
づ
く
り

未
曽
有
の
災
害
・
予
期
せ
ぬ
事
態

仕
様
設
計
か
ら
性
能
設
計
へ

環
境
・
景
観
・
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
事
業

30代から見た
土木と社会の変化

　今の30代が見てきた土木と社会の変化を、「変わらない土木
の使命」、「多様化する土木」、「働く環境の変化」の三つの視点
で見取り図にまとめた。多くの30代が土木を志したとき、土木
界への入職を決めたとき、公共事業に逆風が吹き荒れ、リーマ
ンショックで景気も低迷、そんな中、東日本大震災が発生した。
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今
、
土
木
で
働
く

　

本
特
集
は
三
つ
の
ト
ピ
ッ
ク『
働
き
方
』

『
公
共
性
』『
未
来
』に
よ
り
構
成
し
て
い
る
。

一
つ
目
の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る『
働
き
方
』
に

つ
い
て
は
、土
木
学
会
誌
で
も
た
び
た
び
取

り
上
げ
て
き
た（
例
え
ば
、
連
載「
私
の
働

き
方
」、2
0
1
9
年
3
月
号
特
集「
建
設

業
界
の
働
き
方
改
革
」、2
0
2
0
年
10
月

号 

会
長
・
理
事
会
特
別
シ
リ
ー
ズ 

特
別
座

談
会「『
働
き
方
改
革
』
が
本
当
に
目
指
す

べ
き
も
の
は
?
」
な
ど
）。
建
設
業
に
お
い

て
も
、新
・
担
い
手
三
法
や
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
と
い
っ
た
法
令
面
の
整
備
が
進
ん

で
お
り
、旧
来
の
長
時
間
労
働
を
い
と
わ
な

い
価
値
観
が
、
社
会
の
変
化
も
相
ま
っ
て
、

変
化
し
つ
つ
あ
る
。土
木
業
界
の
企
業
・
組

織
で
も
働
き
方
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る

真
っ
た
だ
中
と
言
え
る
だ
ろ
う
。し
か
し
な

が
ら
、本
特
集
で
実
施
し
た
30
代
・
土
木
技

術
者
ア
ン
ケ
ー
ト（
以
降
、
30
代
ア
ン
ケ
ー

ト
と
表
記
）の
回
答
を
見
れ
ば
、
前
時
代
的

な
業
界
の
慣
行
や
上
司
の
考
え
方
に
よ
っ
て

家
庭
の
た
め
の
時
短
勤
務
や
定
時
退
社
に

た
め
ら
い
を
覚
え
、「
働
き
づ
ら
さ
」を
感
じ

る
と
い
っ
た
声
は
依
然
と
し
て
多
い
。な
か

に
は
、土
日
出
勤
や
日
を
絞
っ
て
の
深
夜
残

業
で
対
応
す
る
こ
と
で「
働
き
づ
ら
さ
解
消

の
工
夫
」を
し
て
い
る
と
い
う
回
答
も
あ
っ

た（
工
夫
と
い
う
よ
り
も
窮き

ゅ
う
よ余

の
策
で
は
な

い
か
）。
首
藤
亜
矢
氏
・
首
藤
悠
歩
氏
の
記

事
に
あ
る
よ
う
に「
多
く
の
協
力
と
理
解
」

を
得
て
、育
休
や
時
短
勤
務
を
選
択
し
た
場

合
で
も「
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
不
安
」
を
感
じ

る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
30
代
の
働
き
づ
ら
さ
・
生
き

づ
ら
さ
は
、社
会
学
者
の
大
嶋
寧
子
氏
の
記

事
に
よ
れ
ば
、
土
木
業
界
に
限
ら
ず
、
日
本

社
会
全
体
の
問
題
と
も
捉
え
ら
れ
る
。「
女

性
の
社
会
参
加
意
欲
の
高
ま
り
や
男
性
の

賃
金
低
下
を
背
景
に
共
働
き
世
帯
の
増
加

は
鮮
明
に
な
っ
て
お
り
」、
50
代
以
上
の
男

性
管
理
職
が
体
験
し
て
き
た
よ
う
な
、い
わ

ゆ
る「
性
別
役
割
分
業
を
前
提
に
」
仕
事
を

す
る
環
境
は
今
後
訪
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。家

庭
と
仕
事
と
の
両
立
の
は
ざ
ま
で
生
じ
る

働
き
づ
ら
さ
の
問
題
は
、前
述
の
特
別
座
談

会
で「
働
き
方
改
革
の
本
質
」
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
土
木
技
術
者
の「
社
会
的
な
地
位

向
上
」
や「
働
き
が
い
や
誇
り
」
で
解
消
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、家
族
内
・
職
場
内
で

の
関
係
性
の
中
で
し
か
解
決
で
き
な
い
と

感
じ
て
い
る
30
代
も
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
本
特
集
を
機
に
、
改
め
て
、
年
代

を
ま
た
い
だ
議
論
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

土
木
と
公
共

　

土
木
の
や
り
が
い
は『
公
共
性
』
に
立
脚

す
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
30
代

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
地
域
貢
献
」や「
人
の

生
活
の
向
上
」を
土
木
の
や
り
が
い
と
挙
げ

る
回
答
も
数
多
く
見
ら
れ
た
。す
ぐ
に
成
果

が
出
な
い
と
い
う
悩
み
は
あ
る
も
の
の
、「
長

い
ス
パ
ン
で
仕
事
を
や
る
」
こ
と
に「
希
望

と
面
白
さ
を
感
じ
る
」（
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム「
2
0
5
0
へ
の
足
掛
か
り
」）
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
個
々
人
が
や
り

が
い
を
感
じ
て
さ
え
い
れ
ば
、土
木
を
未
来

へ
と
紡
い
で
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。土
木
業

界
の
担
い
手
不
足
・
魅
力
減
が
叫
ば
れ
て
久

し
い
が
、S
N
S
に
よ
っ
て
1
4
0
文
字
で

大
き
く
反
響
を
得
う
る
世
の
中
に
お
い
て
、

1
0
0
年
・
1
0
0
0
年
先
を
見
据
え
た
土

木
の
公
共
性
に
基
づ
く
価
値
観
が
伝
わ
り

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。本
特

集
で
は
、こ
れ
か
ら
の
若
手
技
術
者
に
向
け

て
、
公
共
の
価
値
を
改
め
て
提
起
し
た
い
。

　

哲
学
者
の
小
川
仁
志
氏
は
、「
や
や
も
す

る
と
私
た
ち
は
自
分
の
こ
と
を
優
先
し
」が

ち
な
現
代
社
会
は
早
晩「
住
み
に
く
い
世
の

中
」
に
な
る
だ
ろ
う
、
そ
の
中
で「
公
け
を

開
く
た
め
に
、
私
を
活
か
そ
う
」
と
い
う
発

想
の
下
、「
い
か
に
自
分
が
関
わ
っ
て
い
く

か
」が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
説
い
て
い

る
。
こ
う
し
た
新
た
な
公
共
性
の
下
、
山
口

敬
太
氏
が
言
う
よ
う
に
、
住
民
も
含
め
た

多
主
体
協
働
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、多
様
化
し
た
課
題
を
解
決

し
、地
域
の
個
性
を
よ
り
輝
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、こ
う
し
た
考
え
方
が
誰
に
で

も
伝
わ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。し
か
し
な

が
ら
、土
木
技
術
者
が
普
段
感
じ
て
い
る
お

ぼ
ろ
げ
な
思
い
を
多
少
な
り
と
も
代
弁
で

き
、多
く
の
人
を
勇
気
づ
け
ら
れ
た
ら
幸
い

で
あ
る
。

私
た
ち
の
未
来
へ

　

土
木
の『
未
来
』
を
見
据
え
れ
ば
、「
時

間
と
空
間
の
制
約
を
克
服
す
る
」デ
ジ
タ
ル

技
術
の
発
展（
松
尾
健
二
氏
）
は
待
っ
た
な

し
で
あ
り
、
技
術
の
発
展
が
生
産
性
の
向

上
に
寄
与
し
て
く
れ
る
は
ず
と
い
う
期
待

も
大
き
い
。建
設
業
で
は
難
し
い
と
言
わ
れ

て
い
た
在
宅
勤
務
が「
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ

け
な
く
実
現
」（
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
30

代
の
今
」）
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、I
T

技
術
の
活
用
が「
多
様
な
人
が
働
き
や
す

い
」（
30
代
ア
ン
ケ
ー
ト
）
業
界
へ
の
変
化
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の
端
緒
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。そ
の
変
化

の
先
に
こ
そ
、
専
門
性
と
生
活
体
験
の
両

面
で「
多
様
性
を
備
え
た
チ
ー
ム
」
が
住
民

と
地
域
づ
く
り
に
臨
み
、
生
き
生
き
と
し

た「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
都
市
」（
三
浦

詩
乃
氏
）
を
創
り
出
す
未
来
が
訪
れ
る
。
ま

た
、「
未
来
」
と
聞
く
と
、
つ
い
明
る
い
未

来
を
想
像
し
が
ち
だ
が
、2
0
5
0
へ
の
道

の
り
に
は
、
災
害
も
立
ち
は
だ
か
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
30
代
の
土
木
技
術
者

が
備
え
、
乗
り
越
え
る
べ
き
壁
と
言
え
る
。

G
A
F
A
M︶

1

︵
注

が
さ
ら
に
発
展
し
て
も
、が
れ

き
で
閉
ざ
さ
れ
た
道
を
開
い
て
は
く
れ
な

い
だ
ろ
う
。来
る
べ
き
災
害
へ
の
備
え
と
し

て
、
常
に「
普
段
か
ら
自
ら
の
仕
事
を
背
負

い
、
自
分
で
判
断
・
決
断
」（
半
井
恵
介
氏
）

し
、「
時
代
や
社
会
に
沿
っ
た
」（
齋
藤
正
徳

氏
）対
策
を
構
築
す
る
こ
と
が
私
た
ち
30
代

に
求
め
ら
れ
る
。

　

私
た
ち
30
代
が
主
に
担
う
こ
れ
か
ら
30

年
の
未
来
を
テ
ー
マ
と
し
た
若
手
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
2
0
5
0
へ
の
足
掛
か
り
」で
は
、

建
設
ま
で
に
長
い
時
間
が
か
か
り
、利
用
期

間
も
長
い
土
木
に
お
い
て
、今
、何
を
考
え
、

決
断
す
る
の
か
、
そ
し
て
、
今
の
思
い
を
ど

う
つ
な
ぐ
の
か
が
未
来
に
向
け
て
大
事
で

あ
る
と
議
論
さ
れ
た
。

　
“T

he Future is N
ow

 

│
未
来
と
は
今

で
あ
る︶

2

︵
注

”

　

年
代
別
座
談
会
で
先
輩
技
術
者
か
ら
も

ら
っ
た「
臆
し
て
や
ら
な
い
よ
り
は
、
ま
ず

や
っ
て
み
て
ほ
し
い
」「
30
代
は
ま
だ
若
い
。

回
り
道
を
し
た
と
し
て
も
、ま
だ
い
く
ら
で

も
挽
回
」で
き
る
と
い
う
エ
ー
ル
を
胸
に
未

来
へ
の
一
歩
を“
今
”踏
み
出
し
た
い
。

︵
注
1
︶ 

I
T
系
巨
大
企
業
の
5
社︵Google, A

pple, 
Facebook, A

m
azon, M

icrosoft

︶
の
呼
び
名
。

︵
注
2
︶ 

米
女
性
文
化
人
類
学
者M

argaret M
ead

の
言
葉
︵
原
著 M

. M
ead

︵
1
9
7
0
︶Culture 

and Com
m
itm
ent

︶
で
、
未
来
に
向
け
て
で
き
る

こ
と
は
今
に
あ
る
、
こ
と
を
意
味
す
る
。

　本特集では、30代の声を読者
の皆さんに届けようと「30代・
土木技術者に向けたアンケート」
を実施した。メーリングリスト
（ML）や知り合いへの展開などを
通じて案内を行い、合計で307人
の方から回答をいただいた（図
1）。
　回答者の属性は男性が全体の
85％程度、平均年齢は34・3歳で
ある。回答者の基礎的な属性は図
に示している。主な所属先は、建
設業が26％、交通・運輸系、建設
コンサルが20％程度、地方公共
団体、官庁が14％となっている。
回答者の約4分の3が結婚してお
り（日本の30代の既婚率より高
い）、子どもがいる回答者は全体
の6割程度となっている。子ども
がいる場合、その人数は1人、2
人のいずれも45％となっている。
子どもがいる180世帯のうち104
世帯は1人以上の0～ 2歳の子ど
もがいる世帯となっている。回答
者を大まかに分類すると、独身、

夫婦のみ世帯、2歳以下の子ども
ありの世帯、それ以外の子どもあ
り世帯が約4分の1ずつを占めて
いる。30代と言っても10年の年
齢幅があることもあり、それぞれ
のライフステージに違いがある
ことが伺える。30代アンケート
では、「日々の生活での働きづら
さと解消のための工夫」「ドボク
の仕事で感じるやりがいと伝え
たい相手」「2050年の未来に実現
したいことと今の取り組み」の三
つの大設問を設け、率直な30代
の思いを集め、紙面に掲載した。
紙面に掲載しきれなかった声は
Web
（1）

に掲載している。
　30代の声を届けるため、本特
集内の若手シンポジウムの登壇
者や各記事の執筆者として30代
に多く登場していただいた。さら
に、各連載においても、30代の執
筆者を積極的に起用してもらっ
た。普段なかなか聞くことのない
30代の真

しん

摯
し

な声をぜひご一読い
ただきたい。

参考文献
（1）土木学会誌HP：https://www.jsce.or.jp/journal/specialcont
ents/shindoboku/index.shtml

図1　30代・土木技術者に向けたアンケート概要

30代の声を届ける
30代・土木技術者に向けたアンケート

建設業

あり

いない 1人 2人

なし

官庁・独立行政法人

3人以上

建設コンサル 交通・運輸

20％0％ 40％ 60％ 80％ 100％

所　属

配偶者

子ども

● 日々の生活で働きづらさと解消のための工夫
● ドボクの仕事で感じるやりがいと伝えたい相手
●  2050年の未来に実現したいことと今の取り組み

主なアンケート設問

（回答者数：307人） 地方公共団体 学校 その他

土木学会誌 Vol.106 No.4 April 202115

特集│30代の土木
A Future of Civil Engineering by and for Civil Engineers in Their Thirties




